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タ
イ
ト
ル
：『

汐

製

菓

会

社

の
新

作

8
5

 

バ
ウ

ム
ク
ー
ヘ
ン4

』 

 

【

シ
ー
ン1

：
汐

製
菓

会
社

・
会

議
室 

-
 

斬
新

な
提

案

】 

（
汐

製

菓

社

長

の
汐

と
秘

書

の
塩

田

が
会

議

室

で

新

作

の
打

ち
合

わ
せ
を
し
て
い
る
。
会

議

室

に
は
資

料

が
散

乱

し
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
「
新

作

案

」
が

書

か
れ
て
い
る
。
） 

汐

：
（
興

奮

し
な
が
ら
）「

塩

田

く
ん
、
聞

い
て
く

れ
！

我

が
社

の
第

8
5

弾

、
新

作

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
、

決

ま
り
だ
！

“
ダ
ー
ジ
リ
ン
味

”
に
挑

戦

す
る
ぞ
！

」 

塩

田

：
（
驚

い
た
表

情

で
）「

え
、
社

長

、
本

当

に
そ

の
味

で
す
か
？

紅

茶

の
味

が
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
に
合

う
の
か
ど
う
か…

」 



 

2 

 

（
塩

田

は
真

面

目

な
性

格

だ
が
、
実

は
大

の
甘

党

。

自

分

の
好

み
を
押

し
付

け
た
く
は
な
い
が
、
心

の
中

で
は
ち
ょ
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。
） 

汐

：「

平

凡

じ
ゃ
ダ
メ
だ
よ
！

普

通

の
バ
ウ
ム
じ
ゃ
目

立

た
な
い
。
甘

み
と
苦

み
が
絡

み
合

っ
た
、
大

人

の

味

に
仕

上

げ
る
ん
だ
！

」 

塩

田

：「

で
も
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
誰

に
す
る
ん
で
す

か
？

大

人

を
狙

う
な
ら
、
も
う
少

し
控

え
め
な
味

の

方

が…

」 

（
汐

が
サ
ッ
と
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
駆

け
寄

り
、
魅

力

的

な
グ
ラ
フ
を
描

き
始

め
る
） 

汐

：「

大

人

で
し
ょ
！

そ
れ
に
、
“
面

白

き
こ
と
も
無

き
世

を
面

白

く
”
が
我

が
モ
ッ
ト
ー
だ
。
万

人

受

け

な
ん
て
不

要

だ
！

」 

（
塩

田

は
内

心

で
「
本

当

に
そ
ん
な
こ
と
で
き
る

の
？

」
と
思

い
つ
つ
、
頷

く
） 
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塩

田

：「

（
少

し
心

配

そ
う
に
）
で
も
、
社

長

、
失

敗

し
た
ら
ど
う
な
る
ん
で
す
か
？

」 
汐

：「

失

敗

し
た
ら
、
ま
た
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
考

え

れ
ば
い
い
！

そ
れ
が
冒

険

だ
！

」 

（
塩

田

は
一

瞬

た
め
息

を
つ
く
が
、
汐

の
熱

意

に
触

発

さ
れ
、
彼

の
背

中

を
押

す
こ
と
に
決

め
る
） 

塩

田

：「

わ
か
り
ま
し
た
、
社

長

。
全

力

で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
！

」 

 

【

シ
ー
ン2

：
試

作
品

開
発
室 

-
 

苦
戦
す
る

研

究
員
た
ち
】 

（
汐

の
指

示

を
受

け
た
研

究

員

た
ち
が
試

作

品

の

開

発

に
取

り
組

む
。
研

究

室

内

は
茶

葉

や
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
の
材

料

が
散

ら
ば
っ
て
い
る
。
） 

研

究

員

A

：「

よ
し
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
を
生

地

に
混

ぜ
て

…

完

成

だ
！

さ
ぁ
、
味

見

し
て
み
よ
う
。
」 



 

4 

 

（
一

口

食

べ
た
瞬

間

、
苦

い
顔

を
す
る
） 

研

究

員
A

：「

（
苦

味

を
感

じ
て
）
う
わ
っ
、
こ
れ
は

…

苦

す
ぎ
る
か
？

」 

研

究

員

B

：「

（
味

見

し
な
が
ら
）
ま
さ
に
、
紅

茶

の

味

が
全

面

に
出

て
る
な…

で
も
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
と

し
て
は
ど
う
な
ん
だ
？

」 

（
他

の
研

究

員

た
ち
も
一

口

ず
つ
試

食

す
る
が
、
み

ん
な
微

妙

な
顔

を
す
る
） 

研

究

員

C

：「

（
顎

を
撫

で
な
が
ら
）
こ
れ
は
確

か
に

新

し
い…

で
も
、
ど
う
調

整

す
れ
ば
い
い
の
か
？

」 

（
塩

田

が
心

配

そ
う
に
試

食

に
加

わ
り
、
思

わ
ず
首

を
振

る
） 

塩

田

：「

（
苦

い
顔

を
し
な
が
ら
）
も
う
少

し
甘

さ
が

欲

し
い
で
す
ね…

。
こ
れ
じ
ゃ
、
苦

い
茶

葉

の
味

が
強

す
ぎ
て…

」 



 

5 

 

（
研

究

員

た
ち
は
お
互

い
に
目

を
合

わ
せ
な
が
ら
考

え
込

む
） 

研

究

員

A
：「

（
笑

い
な
が
ら
）
で
も
、
社

長

は
こ
れ

を
『

革

命

的

』
っ
て
言

っ
て
た
し…

！

」 

（
一

同

、
苦

笑

い
し
つ
つ
も
開

発

を
続

け
る
こ
と
に
）  

【

シ
ー
ン3

：
国

内
試

食
会 

-
 

ド
タ
バ
タ
試

食

会

】 

（
つ
い
に
汐

製

菓

の
新

作

発

表

会

が
国

内

で
開

催

さ
れ
る
。
メ
デ
ィ
ア
や
一

般

客

が
多

数

集

ま
り
、
期

待

が
高

ま
る
。
） 

汐

：「

皆

さ
ま
！

こ
れ
が
我

が
汐

製

菓

の
最

新

作

、

“
ダ
ー
ジ
リ
ン
味

の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
”
で
す
！

ぜ
ひ
ご

賞

味

く
だ
さ
い
！

」 

（
客

が
興

味

津

々
で
試

食

し
、
微

妙

な
反

応

が

次

々
と
返

っ
て
く
る
。
） 



 

6 

 

客

A

（
中

年

女

性

）
：「

（
味

見

し
て
）
う
ー
ん…

こ

れ
は
健

康

食

品

み
た
い
な
味

で
す
ね
？

紅

茶

の
香

り
が
す
る
け
ど
、
甘

さ
が
足

り
な
い
わ
。
」 

客

B

（
若

い
男

性

）
：「

最

初

の
一

口

は
『

苦

っ
！

』

っ
て
思

っ
た
け
ど
、
噛

む
ほ
ど
に
ク
セ
に
な
る
か
も
？

ち
ょ
っ
と
大

人

の
味

っ
て
感

じ
で
。
」 

（
彼

は
ス
マ
ホ
を
取

り
出

し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投

稿

し
始

め
る
。
） 

客

C

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
：「

俺

は
こ
う
い
う
渋

め
の

味

、
け
っ
こ
う
好

き
か
も
。
で
も
、
会

社

で
配

っ
た
ら

ち
ょ
っ
と
ウ
ケ
狙

い
に
見

ら
れ
る
か
な…

」 

（
次

々
と
試

食

が
進

み
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
感

想

が

飛

び
交

う
。
） 

汐

：「

ほ
ら
見

ろ
、
塩

田

く
ん
！

日

本

人

も
こ
の
大

人

の
味

に
引

き
寄

せ
ら
れ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
！

」 



 

7 

 

塩

田

：「

（
内

心

）
こ
れ
は
ど
う
考

え
て
も
ク
セ
が
強

す
ぎ
る
の
で
は…

で
も
社

長

は
本

当

に
楽

し
そ
う
だ

し…
ま
ぁ
い
っ
か
。
」 

（
そ
の
時

、
試

食

会

の
後

ろ
で
バ
タ
バ
タ
と
騒

が
し
い

音

が
す
る
。
何

か
が
崩

れ
た
よ
う
だ
。
） 

ス
タ
ッ
フ
：「

あ
ぁ
！

新

し
い
ダ
ー
ジ
リ
ン
バ
ウ
ム
が

…

！

」 

（
汐

が
振

り
向

く
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
試

作

品

を
運

ぶ

途

中

で
転

ん
で
し
ま
っ
た
。
） 

汐

：「

（
大

声

で
）
大

丈

夫

か
！

み
ん
な
の
反

応

が

ど
う
な
る
か
見

て
み
よ
う
！

」 

（
会

場

は
一

瞬

静

ま
り
返

り
、
次

の
瞬

間

、
爆

笑

が

起

こ
る
。
） 

 

【

シ
ー
ン4

：
フ
ラ
ン
ス
で
の
試

食
会 

-
 

パ
リ
で

の
事

件

】 
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（
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
の
試

食

会

。
汐

と
塩

田

が
現

地

バ
イ
ヤ
ー
た
ち
に
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
バ
ウ
ム
を
提

供

し
、

反

応

を
観

察

す
る
。
） 

汐

：「

ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
！

日

本

の
伝

統

に
現

代

の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
加

え
た
新

し
い
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
で
す
！

ぜ

ひ
お
試

し
を
！

」 

（
フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
が
慎

重

に
試

食

し
、
不

思

議

そ
う
な
表

情

を
浮

か
べ
る
。
） 

フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ーA

：「

こ
れ
は…

今

ま
で
食

べ
た

ど
の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
と
も
違

う
。
苦

み
と
甘

み
が
ま

る
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
よ
う
に
流

れ
て
い
く…

」 

（
他

の
バ
イ
ヤ
ー
も
一

口

ず
つ
試

食

し
、
反

応

は
ま

ち
ま
ち
。
） 

フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ーB

：「

ま
さ
か…

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
が
紅

茶

の
味

に
な
る
な
ん
て
、
奇

抜

だ
わ
。
で
も
こ

れ
は…

う
ー
ん
、
ち
ょ
っ
と
ク
セ
が
強

す
ぎ
る
か
も
。
」 
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フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ーC

：「

フ
ラ
ン
ス
の
お
茶

文

化

に

は
な
い
味

わ
い
だ
。
で
も
面

白

い
！

」 
（
そ
の
時

、
フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
が
興

奮

し
、
拍

手

を
し
な
が
ら
叫

ぶ
。
） 

フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ーD
：「

こ
れ
、
ぜ
ひ
パ
リ
の
カ
フ
ェ

で
提

供

し
た
い
！

ス
タ
イ
ル
が
オ
シ
ャ
レ
だ
わ
！

」 

（
汐

と
塩

田

は
驚

い
て
顔

を
見

合

わ
せ
る
。
） 

汐

：「

（
心

の
中

で
）
こ
れ
が
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
力

か…

さ
ぁ
、
次

は
ア
メ
リ
カ
だ
！

」 

【

シ
ー
ン5

：
ア
メ
リ
カ
で
の
試
食

会 
-

 

甘

党

ア
メ
リ
カ
ン
の
反
応
】 

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
試

食

会

。
大

盛

況

の
会

場

で
、

汐

が
自

信

満

々
に
ア
メ
リ
カ
人

に
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
バ
ウ

ム
を
提

供

。
）
汐

：「

（
大

声

で
）
皆

さ
ん
！

こ
れ
が

我

が
社

の
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
で
す
！

新

感

覚

の
味

を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
！

」 
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（
ア
メ
リ
カ
の
参

加

者

た
ち
が
試

食

す
る
が
、
最

初

は
戸

惑

い
の
表

情

を
見

せ
る
。
） 

ア
メ
リ
カ
人

男

性

A

：「

（
一

口

食

べ
て
）
こ
れ
は…

思

っ
た
よ
り
も
苦

い
な
。
」 

ア
メ
リ
カ
人

女

性

B

：「

（
苦

笑

し
な
が
ら
）
う
ー

ん
、
こ
れ
が
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
な
の
か
？

も
っ
と
甘

い
と

思

っ
て
た
！

」 

（
汐

が
彼

ら
の
反

応

を
見

て
、
必

死

に
説

明

す

る
。
） 

汐

：「

こ
れ
は
ダ
ー
ジ
リ
ン
紅

茶

の
風

味

を
生

か
し

た
大

人

の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
で
す
。
普

通

の
バ
ウ
ム
と

は
違

う
ん
で
す
！

」 

（
ア
メ
リ
カ
人

た
ち
が
互

い
に
意

見

を
言

い
合

い
始

め
る
。
） 

ア
メ
リ
カ
人

男

性

C

：「

（
ニ
ヤ
リ
と
し
て
）
で
も
、
酒

の
つ
ま
み
と
し
て
は
い
い
か
も
し
れ
な
い
な
！

」 
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（
参

加

者

た
ち
が
試

食

を
続

け
る
中

、
汐

は
大

は
し

ゃ
ぎ
。
） 

汐

：「

ア
メ
リ
カ
ン
な
意

見

も
面

白

い
！

次

は
デ
ザ

ー
ト
と
し
て
ス
イ
ー
ト
な
味

も
考

え
よ
う
！

」 

（
参

加

者

た
ち
は
爆

笑

し
、
ア
メ
リ
カ
ン
な
反

応

を

続

け
る
。
） 

ア
メ
リ
カ
人

女

性

D

：「

こ
れ
、
ビ
ー
ル
と
一

緒

に
食

べ
る
と
い
い
か
も
！

新

し
い
フ
ー
ド
ペ
ア
リ
ン
グ
だ

わ
！

」 

（
会

場

が
一

気

に
盛

り
上

が
り
、
汐

は
興

奮

気

味

に
次

の
国

に
行

く
準

備

を
始

め
る
。
） 

汐

：「

さ
ぁ
、
次

は
韓

国

だ
！

ど
ん
な
反

応

が
返

っ
て

く
る
か
な
！

」 

 

【

シ
ー
ン6

：
韓

国
の
爆

発
的
ヒ
ッ
ト 

-
 S

N
S

で
バ
ズ
る
】 
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（
韓

国

・
ソ
ウ
ル
で
の
試

食

会

が
開

催

さ
れ
る
。
韓

国

の
参

加

者

た
ち
が
集

ま
っ
て
い
る
。
汐

が
新

作

バ

ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
紹

介

。
） 

汐

：「

（
熱

心

に
）
皆

さ
ん
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
バ
ウ
ム
を

試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

新

感

覚

の
ス
イ
ー
ツ
で

す
！

」 

（
韓

国

の
客

が
一

口

食

べ
て
、
最

初

は
苦

い
顔

を
す

る
が
、
次

第

に
表

情

が
変

わ
っ
て
い
く
。
） 

韓

国

人

女

性

A

：「

（
驚

き
な
が
ら
）
こ
れ
、
意

外

と

い
け
る
！

カ
フ
ェ
に
合

い
そ
う
！

」 

韓

国

人

男

性

B

：「

（
ス
マ
ホ
を
取

り
出

し
て
）
こ

れ
、
イ
ン
ス
タ
に
ア
ッ
プ
し
よ
う
！

オ
シ
ャ
レ
で
映

え

る
ね
！

」 

（
次

々
と

S
N

S

で
の
反

応

が
広

が
り
、
試

食

会

は

盛

況

と
な
る
。
） 

塩

田

：「

（
驚

き
つ
つ
）
ま
さ
か
韓

国

で
人

気

に
な
る

と
は…

！

」 
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（
汐

は
喜

び
を
隠

し
き
れ
ず
、
心

躍

る
。
） 

汐

：「

こ
れ
だ
！

挑

戦

は
楽

し
い
！

世

界

を
相

手

に

し
よ
う
！

」 

（
韓

国

の
参

加

者

た
ち
が

S
N

S

に
投

稿

し
始

め
、

試

食

会

は
さ
ら
に
盛

り
上

が
る
。
） 

韓

国

人

女

性

C

：「

こ
の
バ
ウ
ム
、
ほ
ん
と
新

し
い
味

だ
わ
！

み
ん
な
に
知

ら
せ
な
い
と
！

」 

 

【

シ
ー
ン7

：
大

成
功

と
次
な
る
挑
戦 
-

 

汐
の

野

望

】 

（
国

内

外

で
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
大

ヒ
ッ
ト

し
、
汐

製

菓

は
大

成

功

を
収

め
る
。
社

内

で
祝

賀

会

が
開

か
れ
、
社

員

た
ち
が
盛

り
上

が
っ
て
い
る
。
） 

汐

：「

皆

！

お
か
げ
さ
ま
で
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
バ
ウ
ム
ク

ー
ヘ
ン
が
大

ヒ
ッ
ト
し
た
！

感

謝

の
気

持

ち
を
込

め

て
、
次

の
新

作

を
考

え
よ
う
！

」 
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（
社

員

た
ち
は
拍

手

し
、
喜

び
の
声

を
上

げ
る
。
） 

塩

田

：「

（
少

し
疲

れ
な
が
ら
）
社

長

、
も
う
少

し
休

憩

を…
」 

汐

：「

（
ニ
ヤ
リ
と
し
て
）
ダ
メ
だ
！

次

は
わ
さ
び
味

に

挑

戦

す
る
ぞ
！

日

本

の
味

を
世

界

に
広

め
よ

う
！

」 

（
社

員

た
ち
は
戸

惑

い
つ
つ
も
、
汐

の
情

熱

に
引

き

込

ま
れ
て
い
く
。
） 

社

員

A

：「

え
、
わ
さ
び
！

？

そ
れ
は
大

丈

夫

な
の

か…

？

」 

社

員

B

：「

（
笑

い
な
が
ら
）
社

長

の
発

想

は
い
つ
も

突

飛

だ
け
ど
、
つ
い
て
い
く
し
か
な
い
！

」 

（
賑

や
か
な
祝

賀

会

が
続

き
、
会

場

は
笑

い
と
期

待

に
満

ち
溢

れ
る
。
） 

 

【

エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

-
 

笑

い
と
友
情
の
幕
引
き
】 
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（
舞

台

の
後

ろ
で
、
汐

と
塩

田

が
笑

顔

で
舞

台

に
立

ち
、
観

客

に
向

か
っ
て
挨

拶

す
る
。
） 

汐

：「

皆

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
汐

製

菓

を
よ
ろ
し
く
お

願

い
し
ま
す
！

新

作

を
楽

し
み
に
待

っ
て
い
て
く
だ

さ
い
！

」 

塩

田

：「

（
少

し
恥

ず
か
し
が
り
な
が
ら
）
社

長

に
つ

い
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
変

な
企

画

は…

（
微

笑

む
）
」 

（
観

客

が
拍

手

し
、
笑

い
が
広

が
り
、
終

幕

。
） 

 

終

わ
り 


